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歌道における花
教養部教授浜悶啓介
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マツ類とその歴史 大品誠








































































































































! 平成元年度秋季学術講演会を下記のとおり開催いたします。木学教職員 ・学生の来聴を歓迎しま ！ 
！す 。！
。記；
日時 平成元年12月6日（水）午後3時から ； 
会場 法経第二教室 i 
講師 日高敏隆（本学理学部長）
演題 “動物は何を目指すか”
； 講師略歴 ; 
i 1952年東京大学理学部動物学科卒業。1959年東京農工大学農学部講師，助教授を経て1965年教授 i 
； に就任。 1975年京都大学理学部教授（動物学教室）に就任。1989年4月から理学部長。理学博士。 i 
! 同氏は，学生時代から昆虫ホルモンの研究に取り組み，大学院時代にアゲハチョウの輔の保護色 ！ 
! 発現に関わる新しいホノレモンを発見，その分泌機構を解明して，昆虫の色彩適応の研究に大きな話 ! 
！ 題を投げた。農工大に移ってからは，昆虫の行動の研究に着手，蛾の繁殖行動における性フ ェロモ
！ γが，従来信じられていたのとはまったく異なる働き方をしていることを明らかにした。この研究 ！ 
； 結果によって，害虫防除のためのフェロモンの利用方法が世界的に変化することになった。 ； 
； その後，同氏の研究は昆虫ばかりでなく，さまざまな動物行動に広がり，若い研究者たちととも i 
i に，次々と興味ぷかい成果をあげている。 i 
! 1982年には日本動物行動学会を設立し， fl\...~ト ・ －·~踊酪J、
j国際学術誌判rnalof Ethology，，を創刊。 溺緩弘~脇趨額融 ! ’ 創立以来，同学会の会長として，日本の動 一都援者認塑恩盟園田理開閉盟脇師揺撞留麓理由色




! 著書，訳書もきわめて多く，内外の読者 .~趨.， 寝圏園冨暗躍橿軍
Jて丹 羽酔 ，J 匂阻温唖掴酪』－! に大きな影響を与えてきてし、る。 .-. - －~ ,_ 可離ll哩盟置邑a・h
（学生部） :J嘗櫨Z ！ 
イリオモテヤマネコ ＋ 
能楽鑑賞会の開催 i 
； 本年度能楽鑑賞会を下記のとおり開催します。本学教職員 ・学生の来場を歓迎します。 ！ 
記 ＋
i日時 平成元年12月8日（金）午後6時開演 ！ 
i会場 京都観世会館京都市左京区岡崎円勝寺町44（東山仁王門を東へ約300メートル） ！ 
しみず
！ 演目 狂言「清水」茂山千五郎 松本 燕 ！ 
〈ず’ 能 「国栖」 片山九郎右衛門 片山清司 谷田宗二朗他 ！ 
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10月2日 京都大学春秋講義・月総講義第1日（以後の 10月18日 国際交流委員会
日程は， 23日， 30日， 11月13日， 27日） 20日 アメリカ合象国 Arkansas医科大学 Dodd
4日 京都大学春秋講義・水曜講義第1日（以後の
日程は， 18日， 11月15日， 29日， 12月6日）














~」（以後の日程は， 14 日， 21 日， 28 日）
14日 故小山隆夫教授の原子炉実験所追悼式
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